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札幌支部活動報告 

 

１．活動方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５３回北海道学校体育研究大会の成果と課題を踏まえ、平成３０年度に新研究主題を設定
した。昨年度までは、その具現化を目指し、「深める」を目的とした各ブロックでの授業づくり
や冬季学習会を行うとともに、「育てる」を目的としたチャレンジ授業、「広める」を目的とし
た実技研修会や出前研修を行うことができていた。 
しかし、コロナ禍という状況の中、上記の活動も制限をせざるを得ず、多くの人と関わりな

がらの取組は行うことができなかった。そこで今年度はチャレンジ授業に重点を置き、それぞ
れのグループのテーマをもとに実践を行い、研鑽を深めることとした。また、各授業で単元構
造図を作成し授業を行うことで、授業の一般化を図るとともに単元構造図への理解を深められ
るようにした。 
今後は今年度の取組をＤＶＤとしてまとめ、次年度に控える全道大会への準備を行っていく。 
 

２．業務内容・分担 
 

（１）研究活動の推進 

 

部長 

   ・１年間の運営計画の作成と体研連との連携  

・研究主題のプレゼン作成、事務局次長との折衝 

・チャレンジ授業等の全ての業務のサポート（チャレンジ授業のグループ作成） 

 

副部長(４名)小学校３名＋中学校１名 

・事務局資料作成（副部長が輪番で行う） 

・事務局会での報告(小学校副部長) 

   ・チャレンジ授業のサポート（グループ運営補助） 

※新たに発生した仕事については、部長と副部長で協力して行う。 

 

部員 小学校１０名＋中学校６名  

・チャレンジ授業の運営 

 

（２）実技研修会（今年度中止） 

 

（３）冬季学習会（今年度中止の可能性有） 

    ・実践発表や研究交流を会員に伝える。 

 

（４）出前研修（今年度中止） 

 

（５）研究部プロデュース授業公開（今年度中止） 
 

（６）北海道学校体育研究連盟との連携 

    ・全道研究担当者研修会への出席を通して、各支部との交流、情報の収集に努める。 



３．活動について 

◯チャレンジ授業の取組 

全国大会を見据え、若手の育成と全員が実践者になれるようにすることを目的とする。3～5名

程度でグループを作る。各ブロックの中でグループを作成する。（１－４ブロック・５・６ブロ

ック）グループは、研究部員・総務部・庶務部・その他の部・若手で構成する。 

  

◯チャレンジ授業の詳細 

 

グループ構成（３～５名）  

   ①研究部員（企画・運営・報告） 

   ②総務部員（派遣依頼等作成） 

   ③庶務部員（派遣依頼など送付） 

   ④若手 

   ⑤その他の部員 

 

 

 

◯活動内容 

   ・グループごとに１年間のテーマを決めて授業づくりをする。 

   ・授業公開の仕方はビデオ、紙面交流等とし、授業参観は行わない。 

   ・メンバー同士、会議や授業づくりで集まらずにネット環境を活用して情報共有を図る。 

   ・年間 1人 1～2 実践行えるように計画性をもって取り組み、ビデオ交流や授業レポートにま

とめるなどの工夫をしていく。冬季学習会が行えるかは決まっていないが、データ配信（プ

レゼン動画等）の工夫を行うことで、全会員に伝えられるようにしておく。 

   ・参加は希望性とする。今年度はグループ数が増加するとみられる。グループ間のデータ共有

の工夫を図り、交流が生まれるようにする。 

    ※各グループの把握は、研究部長・副部長が行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※チャレンジ授業の内容（単元構造図・成果と課題）をまとめたPDFを作成した。 

 

４．成果と課題 

◯チャレンジ授業の体制により参加者が授業を行うことで、実践を深めることができた。 

◯チャレンジ授業を通して、単元構造図への理解を深めることができた。 

●集まって授業作りをすることができなかったので、研究主題を具現化する授業の姿を深める

ことが難しかった。 


